
飼
料
は
ほ
と
ん
ど
が
海
外
か
ら
の
輸

入
、
日
本
の
食
料
自
給
率
が
低
い
原

因
と
し
て
輸
入
穀
物
に
頼
る
畜
産
業

が
悪
者
扱
い
さ
れ
る
の
は
当
然
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

静
内
研
究
牧
場
で
は
、
春
か
ら
秋

ま
で
は
放
牧
の
み
、
放
牧
に
出
せ
な

い
冬
の
間
は
場
内
で
収
穫
し
た
牧
乾

草
と
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー

ジ（
発
酵
飼
料
）を
与
え
、
冬
季
と
肥

育
時
に
給
与
す
る
濃
厚
飼
料
は
我
が

国
で
の
一
般
量
の
１
／
４
程
度
に
減
ら

し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
濃
厚
飼
料

と
し
て
利
用
す
る
の
は
人
が
食
用
と
し

て
利
用
し
な
い
フ
ス
マ（
小
麦
の
ヌ
カ
）

と
規
格
外
小
麦
、
さ
ら
に
ど
ち
ら
も
道

内
産
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

黒
毛
和
種
へ
の
濃
厚
飼
料
多
給
方

日
高
山
脈
の
麓
に
あ
る
静
内
研
究

牧
場
は
敷
地
面
積
４
７
０
ha
、
東
京

ド
ー
ム
１
０
０
個
分
と
い
う
広
大
な

広
さ
で
馬
１
０
０
頭
と
牛
１
５
０
頭
を

飼
養
し
、
持
続
可
能
な
土
地
利
用
型

の
家
畜
生
産
に
関
す
る
教
育
・
研
究

を
行
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
馬
は
日

本
在
来
馬
の
ひ
と
つ「
ど
さ
ん
こ
」の

愛
称
で
呼
ば
れ
る
北
海
道
和
種
、
牛

は
和
牛
の
ひ
と
つ
日
本
短
角
種
で
、

ど
ち
ら
も
粗
飼
料（
草
）の
利
用
性
が

高
い
特
徴
を
持
つ「
草
で
家
畜
を
飼

う
」と
い
う
当
牧
場
発
足
当
時
か
ら

の
理
念
に
ぴ
っ
た
り
の
品
種
で
す
。

馬
も
牛
も
草
食
動
物
だ
と
い
う
こ

と
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
文
字
通
り
、
草
を
食
べ

る
動
物
で
す
。
草
を
食
べ
る
馬
や
牛

を
草
で
飼
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
に

聞
こ
え
ま
す
が
、
実
は
今
の
日
本
で

は
当
た
り
前
で
は
な
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
高
級
霜
降
り
牛
肉
と
し

て
有
名
な
黒
毛
和
種
、
一
般
に
生
後

28
カ
月
で
体
重
７
０
０
kg
ま
で
育
て
る

の
に
濃
厚
飼
料（
穀
物
）を
４
～
６
ｔ
与

え
ま
す
。
乳
用
種
で
あ
る
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
の
雄
は
当
然
牛
乳
を
出
さ
な

い
の
で（
去
勢
し
て
）お
肉
に
し
ま
す

が
、
21
カ
月
齢
で
７
５
０
kg
を
目
標
に

肥
育
し
、
こ
の
間
５
～
６
ｔ
の
濃
厚
飼

料
を
与
え
ま
す
。
体
重
７
５
０
kg
の
牛

か
ら
と
れ
る
精
肉
の
量
は
２
０
０
～

２
５
０
kg
、
つ
ま
り
２
５
０
kg
の
牛
肉

生
産
に
そ
の
20
倍
、５
ｔ
も
の
濃
厚
飼

料
を
与
え
ま
す
。
し
か
も
こ
の
濃
厚

式
を
、
ま
っ
た
く
否
定
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
穀
物
を
多
く
与
え

る
肥
育
方
法
は
日
本
人
が
編
み
出
し

た
、
日
本
人
の
嗜
好
に
よ
く
合
う
牛

肉
生
産
の
た
め
の
す
ば
ら
し
い
飼
養

技
術
で
す
。
一
方
で
穀
物
を
極
力
与

え
ず
、
牛
が
利
用
で
き
る
草
主
体
で

生
産
し
た
牛
肉
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
、
と
い
う
提
示
で
す
。
草
で
飼

え
ば
、
穀
物
で
飼
う
よ
り
成
長
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
生
の
牧
草
を
食

べ
る
と
脂
肪
が
黄
色
く
な
り
、
日
本

の
規
格
で
は
格
付
け
が
下
が
り
ま
す
。

放
牧
地
で
運
動
す
る
と
肉
は
硬
く
な

り
、
こ
う
し
た
飼
い
方
で
は
も
ち
ろ

ん
霜
降
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
級
霜
降
り
和
牛
と
は
対
極
に
あ

る
牛
肉
と
し
て
、
草
で
飼
え
る
牛
を
草

で
飼
う
、
と
い
う
牛
を
家
畜
と
し
て
飼

う
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
ま
た
日
頃

食
卓
に
並
ぶ
畜
産
食
品
に
目
を
向
け
少

し
で
も
食
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と
新
た
な
北
大

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て「
北
大
短
角
牛
」の
一

般
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

人
が
利
用
で
き
な
い
草
を
人
が
利

用
で
き
る
肉
や
乳
に
変
え
て
く
れ
る
、

牛
が
持
つ
こ
の
す
ば
ら
し
い
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
、
静
内

研
究
牧
場
、
そ
し
て
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
生
物
生
産
研
究
農
場
も
同
じ

く
、
我
々
が
行
な
っ
て
い
る
教
育
・

研
究
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

静内研究牧場で放牧中の
日本短角種

三
面	

巨
大
地
震
と
そ
の
津
波
に
備
え
る

四
面	

『
総
代
選
挙
』
始
ま
り
ま
す
！

七
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う　
第
８
回

Opinion!

持続可能な土地利用型家畜生産持続可能な土地利用型家畜生産
～草で育てた北大短角牛～～草で育てた北大短角牛～

北方生物圏フィールド
科学センター
静内研究牧場

河合　正人

谷
岡
　
勇
市
郎

井
上
　
高
聡

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院

地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
教
授

北

海

道

大

学

大

学

文

書

館
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コロナ禍においても修学が継続できるように文科省や学生支援機構、地方自治体、北海道大学フロンティア基金や
同窓会などが様々な形で支援を行っています。ここでは『ほっかいどう若者応援プロジェクト』の取り組みと北海道
大学が行った２回の食料・生活用品の配付に協力させて頂いた報告を致します。

『ほっかいどう若者応援プロジェクト』は
令和３年１月に、連合北海道・北海道労働者福祉協議会・北海道生活協同組合連

合会・大学生協事業連合北海道地区を構成団体として発足しました。北海道で学び
暮らす学生を支援し、若者の地元定着や道内企業の人材確保等の課題解決、更には
地域の活性化を掲げ、多くの企業・団体・個人の皆さんの賛同と協力で運営がされ
ました。

具体的な支援活動は３期に分けて行われ、第１期では令和３年２月９～ 10日に北大北部厚生施設にて1000名を
対象に食料配付を実施しました。事前の宣伝も十分ではありませんでしたが、WEB受付開始から約９時間で定員に
達するなど、学生の困窮な状況に驚かされました。アンケートからもバイト収入の激減や孤立感などメンタルヘル
スへの支援の声も多く寄せられました。その後、６月に函館キャンパスで食料配付を行いました。７月までに道内
19大学24キャンパス、約8300名へ支援を行うことができました。

10月からの第３期では、道内17大学21キャンパス、約5900名への支援が行われ、北大生協でも12月に札幌・
函館両キャンパスで２回目の支援活動を行いました。

北海道大学は、６月と11月に「北大フロンティア基金」を活用して札幌・函
館両キャンパスで食料・生活用品支援企画が実施されました。北大生協は、入札
で受付・配付・商品調達の業務を受託しました。

コロナ禍で「暮らし」「学び」「コミュニティ」の３つの危機に直面する学生に
対し、わずかでも「食の支援」を通じて生活を支えることは、学びを支え、心を
支えることであること。支援の規模としては限定的であったとしても、一定の目
的と役割を果たせた活動だったと改めて実感することができました。

『ほっかいどう若者応援プロジェクト』の専用ホームページがありますので、詳細はご覧ください。

https://www.wakamono-ouen.com/

いじわるじいさん
２
０
２
１
年
、
我
が
菜
園

は
受
難
の
年
だ
っ
た
。
雨

不
足
で
イ
ン
ゲ
ン
は
未
成
長

の
ま
ま
黄
色
く
枯
れ
、
収
穫

間
近
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
大
根
は

シ
カ
に
か
じ
ら
れ
た
。
足
跡

と
糞
が
残
っ
て
い
た
▼
シ

カ
の
姿
は
見
て
い
な
い
が
、

畑
へ
の
道
で
、
車
に
ひ
か

れ
た
キ
ツ
ネ
を
何
度
か
見

て
い
る
。
自
宅
近
く
で
、

痩
せ
た
キ
ツ
ネ
が
カ
ラ
ス

に
追
わ
れ
て
逃
げ
ま
ど
う
場
に
行
き

合
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
ア
ー
バ
ン

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
の
出
会
い
だ
っ
た
▼

シ
カ
や
キ
ツ
ネ
な
ら
ま
だ
し
も
、
ヒ

グ
マ
の
市
中
出
没
の
ニ
ュ
ー
ス
は
衝

撃
だ
っ
た
。
散
歩
中
の
公
園
で
、
管

理
事
務
所
の
職
員
が
追
い
か
け
て
来

て
、
注
意
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
６
月
に
は
住
宅
地
に
現
れ
、
通

勤
中
の
人
を
襲
い
大
怪
我
を
負
わ
せ

た
▼
菜
園
は
郊
外
に
あ
り
、
傍
に
小

川
が
あ
る
。
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し
な
が

ら
一
日
に
何
往
復
も
し
て
、
細
々
と

流
れ
る
水
を
汲
み
畑
に
ま
く
の
だ
が
、

川
に
下
り
る
の
が
怖
か
っ
た
▼
先
の

ク
マ
は
駆
除
さ
れ
た
。
市
中
に
出
て

き
た
こ
と
で
殺
さ
れ
た
の
だ
。
放
棄

果
樹
や
畑
、
ゴ
ミ
箱
等
が
ど
ん
な
に

魅
力
で
も
、
彼
ら
は
森
か
ら
出
て
は

な
ら
な
い
。
出
さ
せ
て
も
な
ら
な
い

▼
荒
れ
た
林
や
草
む
ら
の
市
民
参
加

の
草
刈
り
事
業
が
、
出
没
抑
制
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
と
聞
く
。
菜
園
周

り
に
も
笹
ヤ
ブ
が
あ
る
。
春
に
な
っ

た
ら
、
せ
め
て
あ
そ
こ
だ
け
で
も
、
と

思
う
。
草
刈
り
だ
。
ク
マ
を
ア
ー
バ
ン

ベ
ア
に
し
な
い
た
め
に
。�

（
今
日
子
）

生活困窮の生活困窮の
学生・大学院生・留学生に対する学生・大学院生・留学生に対する
食料配付支援のご報告食料配付支援のご報告
～『ほっかいどう若者応援プロジェクト』と北海道大学の取り組み～

コロナ禍が続く中、アルバイト収入や保護者からの仕送りが減ることで修学継続に困窮する学生が増えています。
大学内外から多くの寄付や賛同が寄せられ、学生支援につながっています。
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巨大地震巨大地震とそのとその津波津波にに備備えるえる
北海道大学大学院理学研究院地震火山研究観測センター

教授　谷岡　勇市郎

北海道の太平洋沿岸では津波による堆積物の調査により、歴史史料に記録されている津波より大きな津波が
過去に発生していたことが明らかになってきました。図１右にはその一例として十勝の沿岸（生花苗沼）で堆
積物が発見された場所（黒丸）とそれらを説明するための津波浸水のモデルを示します。図１左はその津波を
計算するための地震の断層を示しています。それらの成果を受けて、国（内閣府）は、津波による堆積物調査
の成果を活用して、最大津波の想定を昨年４月に発表しました。また、北海道は国の想定を用いて北海道沿岸
の各地域での詳細な津波浸水マップを改訂しました。北海道太平洋沿岸の各自治体ではその津波に備えた防災
対応を検討している段階です。北大の研究成果が行政を通じて地域住民の津波災害の軽減への取り組みに着実
に結びついています。

さらに国（文部科学省）はこのような津波の即時予測を精度良く実施するために図２左に示すような海底地
震津波観測網（S-net）を設置しました（図２左、黒丸）。これは世界で日本だけの稠密な海底観測網です。150
を超える観測点には地震計と津波計（圧力計）が備えられ、海底ケーブルで陸上施設につながれています。そ
こで観測された地震波形や圧力波形のデータはリアルタイムで防災科学技術研究所に送られ、津波即時予測に
利用されています。北大ではそれらの観測データを利用し沿岸での津波の高さや浸水範囲を即時的に精度良く
予測する手法の開発に取り組んでいます。現在、津波の予測は気象庁により実施されていますが、基本的には
地震計で観測された地震波形を用いて地震の大きさや発生場所を決め、その情報を基に津波予報を実施してい
ます。しかし、地震の情報から津波を予測する場合、地震の大きさの決定精度が悪いと津波予測の精度が悪く
なってしまいます。大きな地震になればなるほど地震波形から決める大きさの精度が落ちるのが大きな欠点で
す。実際、2011年東北地方太平洋沖地震の際、地震の大きさの見積もりが過小評価だったため、津波の予測も
過小評価になりました。そこで、北大では、地震の情報をもとに津波を予測することをせず、上記のS-netで
観測された津波波形そのものを基に津波の計算を実施し、沿岸での津波を予測する手法を開発しました（図２
右）。地震の大きさに関わらず、観測された津波を用いて予測するこの手法により、大きな津波の予測精度は格
段に上がります。この手法はまだ実用化はされていませんが、この研究成果は、将来北海道太平洋の沖合で発
生する巨大地震による大津波が引き起こす沿岸での災害を軽減することに役立つと期待しています。

最後に、上記のような津波が冬季に発生した場合、北海道では寒冷地特有の困難が伴います。まず、路面凍
結や積雪のため、津波即時予測により精度良い情報が出された場合でも避難速度が遅くなり避難所までたどり
着く時間的余裕が無くなります。そのため一時避難として吹きさらしの高台に避難することになる可能性もあ
ります。津波からは逃げることができたとしても冬季の高台では暖を取ることが出来ず零下の中で避難時間が
長くなれば低体温症になるリスクが高くなります。北海道において巨大津波による災害を軽減するためには、
住民ひとりひとりが意識して、それに備える準備を整えることが鍵になります。

図１  津波堆積物調査より明らかになった17世紀の巨大地震図１  津波堆積物調査より明らかになった17世紀の巨大地震
（Ioki and Tanioka, 2016）（Ioki and Tanioka, 2016）

図２  津波即時予測手法の開発（Tanioka, 2020）図２  津波即時予測手法の開発（Tanioka, 2020）
左）黒丸がS-netの観測点分布。右）地震発生90秒後の津波予測左）黒丸がS-netの観測点分布。右）地震発生90秒後の津波予測
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【教職員選挙区】

　2月の総代会議で総代選挙を提起致します。本年度の総代の皆さんには継続をお願いした
いと思います。退職や異動で欠員が出る可能性があるブロックでは、後任総代の立候補・
推薦などをお願いしていきます。

【学部生選挙区】【大学院生選挙区】

　2月下旬に本年度総代の皆様に『継続願いのメール』を発信します。また、学部新一年生
については接点を設ける取組を行いながら52名の選出を予定しています。

　新大学院生についても歓迎企画等
の接点づくりを行い不足のある学年
については、立候補･推薦などをお
願いしていきます。

　2022年度の総代選挙は３月～ 4
月末くらいまでに行っていきますの
で、組合員の皆様のご協力をお願い
致します。

【総代】とは・・・【総代】とは・・・
組合員の代表で、生協運営の最高議決機関である『総代会』

（株主総会の協同組合版：５月開催）に出席し、１年間の総括と
決算を承認したり、これからの運営方針と予算を決定する議決
を行います。教職員はその後の状況確認や組合員からの意見・
要望を政策に反映させるために年10回開催の『総代会議』に
参加（主にZoom）し意見交換を行い、運営に参加しています。

北大生協「公式LINEアカウント」にお友だち登録して頂くと、毎日の食堂メニューを店舗ごと
に確認することができます。
公式LINEアカウントでは、営業時間も簡単にご確認いただけます。
また利用される食堂が固定している方は、専用URLをブックマークしていただくと便利です。

公式LINEアカウント
QRコード

生協食堂のメニューが
「見える化」
しました！

『
総
代
選
挙
』始
ま
り
ま
す
！

2022年度
2022年度の総代を決める時期となりま
した。
選 挙 区 は 右 表 の 通 り 合 計 で260名

（2021年度は172名）を目標に各選挙区
ごとに選挙を行っていきます。

総代選挙区 定数
学部生 150

大学院生 40
教職員 60

生協職員、その他 10
合　計 260

Zoomによる『教職員の総代会議』の様子Zoomによる『教職員の総代会議』の様子

2022年 2月 1日 よりよい生活と平和のために 第 397号　（ 4 ）



些
細
で
す
が
、
組
合
員
を
続
け
る
事
な
の
か
な
？

怠
惰
な
私
と
今
日
ま
で
お
付
き
合
い
戴
い
た
、

教
職
員
委
員
会
に
は
唯
々
感
謝
で
す
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
年
４
カ
月
「
き
ぼ
う
の
虹
」
編
集
担
当
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
定

年
を
迎
え
、
次
の
方
へ
バ
ト
ン
を
お
渡
し
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
52
年
続
い
て
い
る
冊
子
の

担
当
と
い
う
事
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
の
お
力
添
え
が
あ
り
、
何

と
か
途
切
れ
ず
繋
ぐ
事
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
読
み
直
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
こ
の
９
年
間
で
実
に
１
５
０
名
を
超
え
る

方
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
な
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
届
い
た
原
稿
を
一
番
先
に
読
め

る
の
は
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
時
に
は
内
容

が
心
に
沁
み
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
一
人
感
動

し
て
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
執
筆
者
の
皆
様

に
は
い
ろ
い
ろ
と
無
理
な
事
も
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
快
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
学
内
外
で
、
こ
の
一
見
地
味
な
冊
子
を

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
た
読
者
の
皆

様
、
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
教
職
員
総
代

の
皆
様
、
そ
し
て
一
緒
に
苦
楽
を
共
に
し
た
教
職

員
委
員
会
の
皆
様
、
お
一
人
お
一
人
に
直
接
お
礼

を
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
が
、
代
わ
り
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
53
年
８
月
に
免

疫
科
学
研
究
所（
遺
伝

子
病
制
御
研
究
所
）の

技
術
職
員
に
採
用
さ
れ

以
来
今
日
ま
で
研
究
所

に
し
が
み
付
い
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
末
に

嘱
託
職
員
の
任
期
満
了
と
な
り
、
４
月
か
ら
は
毎

日
が
休
日
と
な
る
予
定
で
す
。

思
い
返
せ
ば
初
出
勤
日
の
昼
食
を
医
学
部
食
堂

で
取
っ
た
日
か
ら
、
私
の
北
大
生
協
と
の
関
わ
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
生
協
の
レ
ジ
の
後
ろ

に
生
協
の
役
員
・
教
職
員
総
代
名
簿
な
る
物
が
掲

示
さ
れ
て
お
り
、
氏
名
と
所
属
先
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、
さ
ぞ
か
し
偉
い
人
達
だ
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
二
年
後
に
は
総
代
を
経
て
海
外
留
学
を

す
る
歯
学
部
の
先
生
の
代
役
で
組
織
委
員
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

当
時
の
組
織
委
員
会
は
大
学
院
生
と
合
同
で
月

に
二
回
定
例
で
開
催
さ
れ
、
他
に
所
属
す
る
委
員

会
に
依
っ
て
は
、
週
一
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

生
来
の
怠
け
者
で
あ
る
私
と
し
て
は
只
管
に
己
の

存
在
が
突
出
し
な
い
よ
う
に
腐
心
し
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
12
年
間
ほ
ど
冬
眠
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
平
成
14
年
に
請
わ
れ
て
教
職
員
委
員
会
に
復

帰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
院
生
委
員
会
が
独
立
し
、

教
職
員
委
員
会
を
構
成
す
る
人
数
が
減
り
続
け
、

現
在
は
少
数
で
の
活
動
に
余
儀
な
く
縮
小
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
二
年
前
か
ら
世
界
中
で

猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
北
大
生
協
で
も
未
曾
有
の
経
営
危
機
に
直
面

し
て
お
り
、
生
協
存
続
の
為
に
私
が
出
来
る
事
は

大学生協の電子書籍を買う方法大学生協の電子書籍を買う方法

校費で決済の場合は店舗・事務局の決済内容確認と校費処理に３～４営業日のお時間をいただきます。
ご希望される方には即日発行のクーポンコードでの販売も行っております。
個人決済方法はWebmoneyのみとなります。
取扱い書籍など、詳細につきましては書籍部にお問い合わせください。

専用サイトで
会員登録

専用サイトで
購入手続き

校費 or 個人支払い

専用アプリを
DL

アプリ内で
コンテンツを

DL

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

大学生協電子書籍専用サイト 
VarsityWavee-books

詳しくはこちらをご覧ください

大学生協でも実は電子書籍取り扱ってるんです！
取扱点数は約6,000点（2021年12月現在）、
専門書を中心に様々な電子書籍を取り扱っています。

教
職
員
委
員
会
か
ら
退
任
の
ご
挨
拶

遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
　
技
術
部
嘱
託
職
員

北
大
生
協
　
教
職
員
委
員�

山
口
　
　
桂

教
職
員
委
員
会
事
務
局

北
大
生
協
理
事
会
室�

志
々
見
　
悦
子

（ 5 ）　第 397号 よりよい生活と平和のために 2022年 2月 1日



ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
28

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）10：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
、
ど
う
も
こ
こ
ろ
の
健
康

に
い
い
フ
シ
が
あ
る
、
と
言
う
と
、
驚
か
れ
る
方
が

多
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
ま
わ
り
の
若
い
学
生
さ

ん
た
ち
に
英
語
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、
み
ん
な

一
様
に
、
と
ん
で
も
な
い
っ
！
と
い
う
反
応
で
す
。

ん
？
み
ん
な
、
そ
ん
な
に
エ
ー
ゴ
き
ら
い
か
…　

私

自
身
が
何
と
か
理
解
で
き
る
外
国
語
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
こ
こ
で
は
英
語
を
中
心
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

北
大
生
だ
っ
た
頃
、
気
分
が
落
ち
込
み
気
味
の

と
き
に
英
語
の
勉
強
す
る
と
、
な
ん
と
な
く
調
子
が

良
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。
一

人
の
友
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
ス
ラ
ン
プ
の
時
は
語

学
の
勉
強
が
良
い
、
と
の
こ
と
で
す
。
や
っ
ぱ
り
そ

う
か
、
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
言
う
と
、
お
ま
え
は

よ
ほ
ど
英
語
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
一
年
程
の
ん
び
り
と
読
ん
で
い
る
英
語
の
本
は
、

三
百
数
十
頁
の
あ
る
手
記
な
の
で
す

が
、
調
べ
た
単
語
と
翻
訳
ソ
フ
ト
で

訳
し
た
文
章
の
数
は
、
四
千
に
近
い

の
で
す
。
し
か
も
、
同
じ
単
語
を
五

回
も
調
べ
て
い
た
り
し
て
、
中
学
生

の
娘
に
バ
カ
に
さ
れ
る
始
末
で
す
。

英
語
が
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の
英
語
力
は
そ
ん
な
も
の
で
す
。

心
理
学
領
域
の
文
献
で
は
、
こ

こ
ろ
の
健
康
と
外
国
語
に
関
係
の
あ

る
記
述
を
、
一
つ
だ
け
知
っ
て
い
ま

す
。
精
神
科
医
に
よ
る
論
文
で
す
。
重
篤
な
精
神
疾

患
を
持
つ
人
の
積
極
的
治
療
を
行
う
際
は
、
相
互
作

用
に
よ
り
こ
ち
ら
に
も
精
神
病
水
準
の
現
象
が
起
こ

り
得
る
、
と
い
う
内
容
で
、
そ
の
中
に
、
そ
う
い
う

時
、
も
し
な
に
か
読
ん
だ
り
書
い
た
り
し
た
く
な
っ

た
ら
外
国
語
の
方
が
良
い
、
専
門
文
献
じ
ゃ
な
く
て

ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
良
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
理
由
は
、
外
国
語
で
読
む
と
情
緒
的
な

揺
さ
ぶ
り
が
少
な
い
か
ら
だ
ろ
う
、
と
あ
り
ま
す
。

う
ー
ん
、
私
は
外
国
語
に
よ
る
伝
達
で
は
、
単
な
る

知
識
や
情
報
と
は
異
な
る
何
か
基
本
的
な
、
も
っ
と

言
え
ば
根
源
的
な
も
の
が
伝
わ
る
感
じ
が
あ
る
な
、

と
以
前
か
ら
な
ん
と
な
く
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
。

そ
れ
が
人
を
支
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
学
生
時

代
の
ゼ
ミ
の
先
生
は
、
外
国
語
で
読
む
と
理
解
の
ホ

リ
ゾ
ン
タ
ル
が
違
う
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
リ
ゾ
ン
タ
ル
？　

広
が
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
…

仕
事
の
量
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
き
て
、
仕
事
の
効

率
を
上
げ
て
何
と
か
対
処
し
よ
う
と
す
る
と
、
今
度

は
疲
れ
方
が
ひ
ど
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

う
な
る
と
夜
に
は
酒
を
飲
ん
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い
う

の
も
、
か
え
っ
て
体
力
を
使
っ
て
し
ま
い
、
マ
イ
ナ

ス
が
プ
ラ
ス
を
上
回
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
。
そ
う
い

う
時
、
英
語
を
読
む
と
い
う
の
は
、
意
外
や
意
外
、

わ
り
と
良
い
よ
う
な
の
で
す
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば

私
の
場
合
、
多
忙
さ
が
ど
ん
ど
ん
高
じ
て
き
た
時
期

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
英
語
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
の
で
す
。

英
語
を
読
む
場

合
以
前
と
違
う
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
れ
ば
、
口

語
表
現
、
俗
語
表
現

も
大
体
わ
か
り
ま
す

し
、
会
話
を
も
と
に

し
た
構
文
の
分
か
り

づ
ら
い
文
章
も
、
無

料
で
使
え
る
翻
訳
ソ

フ
ト
で
、
ほ
と
ん
ど

理
解
で
き
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
こ
れ
が
無

け
れ
ば
、
語
学
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に

い
い
な
ん
て
言
っ
て
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

件
の
ゼ
ミ
の
先
生
の
あ
る
日
の
講
義
で
の
話
で
す
。

先
生
は
い
つ
も
の
よ
う
に
目
を
閉
じ
て
、
淡
々
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
…
私
が
諸
君
と
同
じ
年
齢
の
頃
、
あ
る

時
な
に
も
す
る
気
が
起
き
な
く
な
っ
て
、
部
屋
に
こ

も
っ
て
一
冊
の
本
に
読
み
ふ
け
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
…
（
ふ
ん
ふ
ん
、
せ
ん
せ
い
で
も
そ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
な
…
）
そ
の
本
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て

お
り
…
（
へ
？　

ラ
テ
ン
語
？
）
…
教
室
を
見
回
す

と
、
あ
ち
こ
ち
で
学
生
が
の
け
ぞ
っ
た
り
、
脱
力
し
て

机
に
突
っ
伏
し
た
り
し
て
い
る
の
が
見
え
る
の
で
し
た

…
あ
あ
。
な
ん
と
も
高
尚
な
話
だ
と
感
じ
た
こ
と
で
し

た
が
、
今
か
ら
思
え
ば
先
生
も
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
外

国
語
で
癒
し
て
お
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

語学はこころの語学はこころの
健康にいい…健康にいい…
うそ⁉うそ⁉

こころの
健康を考える 73○

今
回
は
、
地
震
被
災
後
の
生
活
再
建
対
策
で
あ
る
地
震
保
険
の

お
よ
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
で
す
。

地
震
保
険
は
明
治
の
時
代
か
ら
幾
度
と
な
く
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
他
の
災
害
と
比
べ
て
発
生
頻
度
が
か
な
り
低
い
こ
と
、

災
害
規
模
の
予
想
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
保
険
制
度
と
し
て
成
立

さ
せ
る
し
く
み
と
資
金
面
で
な
か
な
か
解
決
で
き
ず
、
実
現
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

１
９
６
４
年
６
月
の
新
潟
地
震（
Ｍ
7.5
）を
契
機
に
、
当
時
の
蔵

相
田
中
角
栄
が「
地
震
保
険
は
必
要
だ
」と
し
て
、
１
９
６
６
年
の

国
会
に
お
い
て『
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律（
地
震
保
険
法
）』を
制

定
し
、
㋑
目
的
を
地
震
等
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
こ
と
、
㋺
対
象
を
居
住
用
の
建
物
と
家
財
に
限
定
、
㋩
民
間

保
険
会
社
と
政
府
が
保
険
料
を
責
任
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
る

と
い
う
枠
組
み
で
地
震
保
険
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
や
津
波

に
よ
る
被
災
後
の
生
活
を
少
し
で
も
取
り
戻
す
た
め
の
保
険
と
し

て
大
き
な
一
歩
で
し
た
。
そ
の
後
、
度
重
な
る
改
定
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
震
保
険
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
充
実
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・
火
災
保
険
の
保
険
金
額
に
対
す
る
地
震
保
険
の
保
険
金
額
の
割

合
…
30
％
→
30
％
～
50
％
、

・
保
険
金
額
の
限
度
額
…
建
物
90
万
円
・
家
財
60
万
円
→
建
物

５
，０
０
０
万
円
・
家
財
１
，０
０
０
万
円
、

・
補
償
…
全
損
の
み
→
全
損
・
大
半
損
・
小
半
損
・
一
部
損
、

・
支
払
限
度
額
…
３
，０
０
０
億
円（
政
府
２
，７
０
０
億
円
・
保
険

会
社
３
０
０
億
円
）→
12
兆
円（
11
兆
７
，７
５
１
億
円
・
保
険
会

社
２
，２
４
９
億
円
）

東
日
本
大
震
災
の
場
合
、
全
壊
住
宅

の
新
築
費
用
は
平
均
約
２
，５
０
０
万
円

で
、
そ
れ
に
対
し
て
公
的
支
援
は
、
善

意
に
よ
る
義
援
金
を
あ
わ
せ
て
も
約

４
０
０
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
地

震
保
険
な
し
で
は
被
災
後
の
生
活
再
建

を
見
通
せ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
加
入
し
て
い
な
い
と

き
は
損
害
保
険
代
理
店
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

教
授
・
校
長
と
な
り
、
大
学
昇
格
後

に
は
学
長
・
総
長
を
務
め
た
人
物
で

す
。
盛
岡
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
佐

藤
は
、
藩
校
な
ど
で
武
士
の
由
緒
正

し
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
教
養
と

し
て
漢
文
を
解
し
、
漢
詩
を
作
り
、

書
を
嗜た

し
なむ
。
佐
藤
は
当
時
の
典
型
的

な
知
識
人
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

佐
藤
は
知
人
に
頼
ま
れ
て
書
を
書
い

て
進
呈
す
る
こ
と
が
多
く
、
大
学
文

書
館
も
そ
う
し
た
佐
藤
の
書
作
品
を

掛
け
軸
や
扁
額
に
仕
立
て
た
も
の
を

多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
書
い
て
い

る
内
容
は
、
中
国
の
古
典
の
一
節
や

自
作
の
漢
詩
な
ど
が
多
く
、
当
然
、

す
べ
て
漢
字
で
す
。
先
に
あ
げ
た
寄

贈
資
料
で
言
え
ば
、「
勤
倹
治
産
」、

「
克
忠
克
孝
」
の
よ
う
な
具
合
で
す
。

柔
和
な
表
情

と
こ
ろ
が
、「
高
砂
」
や
「
君
が

代
」
の
屏
風
は
ひ
ら
が
な
を
交
え
た

書
で
す
。
一
方
、
漢
字
だ
け
で
書
い

た
「
克
忠
克
孝
」
は
「
克
く
忠
に
克

く
孝
に
」、「
勤
倹
治
産
」
は
「
勤
倹

産
を
治
め
」
と
読
み
下
す
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
戦
前
に
天
皇
が
道

徳
を
解
い
た
「
教
育
勅
語
」、「
戊
申

詔
書
」
の
一
節
を
漢
文
訳
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
佐
藤
の
書
作
品

と
し
て
は
、
ひ
ら
が
な
混
じ
り
は
異

摂
津
国
の
住
吉
の
松
が
「
相あ

い
お
い生

の

松
」
で
あ
り
、
自
分
た
ち
は
そ
の
化

身
で
あ
る
と
告
げ
ま
す
。
一
行
が
舟

で
住
吉
に
着
く
と
、
住
吉
明
神
が
現

わ
れ
、
世
の
平
安
を
言こ
と
ほ祝

ぐ
舞
い
を

披
露
す
る
と
い
う
、
お
め
で
た
い
筋

立
て
で
す
。

常
緑
の
松
は
長
寿
を
象
徴
し
、

「
相
生
」（
共
に
生
き
る
）
は
「
相
老

い
」（
共
に
老
い
る
）
に
も
通
じ
、

夫
婦
の
睦
ま
じ
さ
や
長
寿
の
め
で
た

さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
高
砂
」
の
謡う
た

い
の
一
節
が
、

婚
礼
の
席
の
余
興
な
ど
で
披
露
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
「
高
砂
や
／
こ

の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ
て
」
に
始
ま
る

一
節
は
、
婚
礼
を
象
徴
す
る
、
知
ら

な
い
者
の
い
な
い
ほ
ど
有
名
な
曲
で

定
番
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ソ
ン
グ

今
ど
き
の
定
番
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ソ

ン
グ
に
は
ど
ん
な
曲
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
私
が
思
い
浮
か
べ
る
の

は
、「
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
」
で

あ
っ
た
り
「
乾
杯
」
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
が
、
随
分
と
古
い
感
覚
な
の
で

し
ょ
う
。
さ
て
ま
た
、
私
よ
り
も

ず
っ
と
上
の
世
代
に
は
、
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
（
婚
礼
）
と
言
え
ば
も
う
こ
れ

以
外
に
は
な
い
と
い
う
お
約
束
の
曲

が
あ
り
ま
す
。「
高
砂
」
で
す
。

「
高
砂
」
は
、
一
四
世
紀
に
世
阿

弥
が
作
り
上
げ
た
能
の
演
目
で
す
。

旅
を
す
る
神
主
の
一
行
が
播
磨
国
の

高
砂
の
浦
に
着
く
と
、
老
夫
婦
が
現

わ
れ
ま
す
。
高
砂
の
松
と
、
対
岸
の

第８回第８回
「佐藤昌介の書の変わり種」「佐藤昌介の書の変わり種」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

例
で
あ
り
、

「
高
砂
」、「
君

が
代
」、「
教

育
勅
語
」、

「
戊
申
詔
書
」

と
い
っ
た
題

材
も
珍
し
い

も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の

書
は
佐
藤
昌

介
が
夕
張
郡

角
田
村
（
現

在
の
栗
山
町
）

で
農
業
を
営

む
赤
澤
熊
太
郎
に
進
呈
し
た
も
の
で

す
。
教
え
子
な
ど
に
進
呈
し
た
厳
め

し
い
漢
字
羅
列
の
書
よ
り
、
誰
に
で

も
読
め
る
ひ
ら
が
な
を
交
え
た
も
の

の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
題
材
と
し
た
「
高

砂
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
当
時
の

定
番
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ソ
ン
グ
で
す
。

「
君
が
代
」、「
教
育
勅
語
」、「
戊
申

詔
書
」
は
小
学
校
で
必
ず
習
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
誰
も
が
知
っ
て
い
る

章
句
で
す
。
お
高
く
と
ま
っ
た
漢

文
・
漢
詩
な
ど
よ
り
、
遙
か
に
身
近

で
親
し
み
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
寄
贈
資
料
は
、
佐

藤
昌
介
の
柔
和
な
表
情
を
感
じ
さ
せ

る
変
わ
り
種
と
言
え
ま
す
。

「高砂」の屏風（佐藤一男氏寄贈、大学文書館蔵）「高砂」の屏風（佐藤一男氏寄贈、大学文書館蔵）

し
た
。
さ
す
が
に
結
婚
式
の
形
態
が

大
き
く
変
わ
っ
た
昨
今
は
、
あ
ま
り

披
露
さ
れ
る
機
会
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
時
代
劇
の
婚
礼
の
場
面
な
ど

で
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
落
語
「
高
砂
や
」
の
題
材
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

お
堅
い
佐
藤
昌
介

先
日
、
佐
藤
昌
介
の
書
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。
六
扇
一
双
（
六
枚
一

組
）
の
屏
風
が
三
点
、
扁
額
が
二
点

で
す
。
屏
風
は
、「
高
砂
」
の
謡
い

の
内
、「
所
は
高
砂
の
／
尾
上
の
松

も
年
ふ
り
て
」
に
始
ま
る
、
松
の
老

木
の
長
寿
を
言
祝
ぐ
く
だ
り
を
書
い

た
も
の
が
一
点
、
先
ほ
ど
触
れ
た

「
高
砂
や
／
こ
の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ

て
」
に
始
ま
る
も
の
が
一
点
、「
君

が
代
」
を
写
し
た
も
の
が
一
点
で

す
。
扁
額
は
、
一
九
三
八
年
に
書
い

た
「
克
忠
克
孝
」
と
、
一
九
三
一
年

に
書
い
た
「
勤
倹
治
産
」
で
す
。

佐
藤
昌
介
は
札
幌
農
学
校
の
第
一

期
生
で
す
。
卒
業
後
は
札
幌
農
学
校

珍しい笑顔の佐藤昌介珍しい笑顔の佐藤昌介
（1930年代、大学文書館蔵）（1930年代、大学文書館蔵）

「克忠克孝」の扁額（佐藤一男氏寄贈、大学文書館蔵）「克忠克孝」の扁額（佐藤一男氏寄贈、大学文書館蔵）
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■
機
関
誌
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ『
年
越
し
Ｓ
Ｐ
号
』

を
配
架
し
ま
し
た
。

学
生
委
員
会
の
機
関
紙
Ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の

最
新
号
、『
年
越
し
Ｓ
Ｐ
号
』を
各
生
協
購

買
及
び
食
堂
に
配
架
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー

場
の
紹
介
や
コ
ン
ビ
ニ
お
で
ん
の
食
べ
比

べ
な
ど
、
冬
な
ら
で
は
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

■「
タ
ヌ
ロ
ー
の
つ
ぶ
や
き
」が
始
ま
り

ま
し
た
。

共
済
活
動
の
一
環
と
し
て「
タ
ヌ
ロ
ー
の

つ
ぶ
や
き
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
共
済
関
連

の
ト
ピ
ッ
ク
を
１
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、

Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
央
食
堂
に
も
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

https://hokudai-coop-gi.com
/

@
H
U
_CO
O
P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の
日

頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ
と
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
・

Ｔｗ
ｉｔ
ｔｅ
ｒ
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る
方

は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!!

学
生
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委

員

会

学
生
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

■
書
評
誌「
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
１
」

配
布
中
！

北
大
の
院
生
や
学
生
か
ら
募
集
し
た

書
評
を
集
め
た
書
評
誌
「
ほ
ん
で
な
い

か
い
２
０
２
１
」
を
今
年
も
作
成
し
ま

し
た
。
生
協
店
舗
、
一
部
の
学
部
で
配

布
中
で
す
！
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
！

■
院
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
okudainsei_coo

北
大
大
学
院
生
に
向
け
て
情
報
を
発

信
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
４
月
よ
り
再

稼
働
し
ま
し
た
。
世
の
中
の
た
く
さ
ん

の
情
報
の
中
か
ら
北
大
の
大
学
院
生
に

か
か
わ
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
企
画
し
た
大
学
院
生
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
発
信
し
て
い
く

予
定
で
す
。
大
学
院
生
や
大
学
院
進
学

予
定
の
学
部
生
の
み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

現
在
、
院
生
委
員
会
で
は
大
学
院
生

や
大
学
院
受
験
を
控
え
た
学
部
４
年
生

の
み
な
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
活
動
・
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
ま

す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲Letter表紙▲タヌローのつぶやき
第1回

12月は年末謝恩セールが
ありました。ここ数カ月は新
書の良書が目立ちましたが、
今回は文庫もたくさんランク
インしました。3位にランク
インしたブレイディみかこさ
んは今後も大注目です。

クラーク12月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 ＃教師のバトンとは
なんだったのか 内田良 岩波書店 6 ノ－スライト 横山秀夫 新潮文庫

2 ヨ－ロッパ史入門 池上俊一 岩波ジュニア
新書 7 歴史修正主義 武井彩佳 中公新書

3 ヨ－ロッパ・コ－リング・リタ－ンズ
ブレイディ
みかこ 岩波現代文庫 8 ジョン・ロ－ルズ 齋藤純一 中公新書

4 大学４年間の金融学が１０時間でざっと学べる 植田和男 角川文庫 9 護られなかった
者たちへ 中山七里 宝島社文庫

5 噛みあわない会話と、ある過去について 辻村深月 講談社文庫 10 常設展示室 原田マハ 新潮文庫

クラーク
書籍便り

Vol.07

■
教
職
員
総
代
会
議
：
12
月
14
・
15
日

の
お
昼
休
み
を
利
用
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
学
内
７
エ

リ
ア
の
総
代
の
皆
さ
ん
に
、
２
日
に
分

か
れ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
の
総
代
会
議
か
ら
引
き
続
き
、
12

月
も
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

て
食
堂
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
参
加
し
て
意

見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
総
代

会
議
で
あ
が
っ
た
組
合
員
の
声
や
、
企

画
物
の
立
案
、「
き
ぼ
う
の
虹
」
に
掲

載
す
る
記
事
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
て

い
ま
す
。
12
月
16
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
と

対
面
会
議
併
用
で
開
催
し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
日
々
減
少
し
、
ま

も
な
く
収
束
す
る
の
で
は
と
期
待
し
た

の
も
束
の
間
、
年
明
け
か
ら
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
急
増
し
再
び
行
動
が
抑
制
さ
れ

る
日
々
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
受
験
・
卒
業
・
入
学
・
就
職

等
々
と
人
生
の
節
目
と
な
る
こ
の
時
期

に
、
思
わ
ず
た
め
息
が
出
て
し
ま
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
日
々
も
、
そ

の
う
ち
歴
史
的
出
来
事
と
し
て
年
表
に

刻
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
渦
中
に
い
る

と
長
く
感
じ
ま
す
が
、
長
い
目
で
見
れ

ば
一
瞬
の
事
。
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
て
の

準
備
期
間
と
捉
え
て
、
今
で
き
る
事
を

探
し
て
気
持
ち
は
前
向
き
に
生
活
し
て

い
け
れ
ば
良
い
で
す
ね
。
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。
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